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　私は落語が好きで、CDやYouTubeで視聴してい

ます。昭和の名人である桂枝雀や古今亭志ん朝をよ

く聞きます。

　上方落語の桂枝雀は表情が豊かで、体全体を使っ

たダイナミックな高座です。中でもYouTubeで見

られる「代書」は、医者が登場する枕から本題まで

大笑いさせてくれます。

　江戸落語の古今亭志ん朝は、名人と謳われた古今

亭志ん生の息子です。破天荒な父親と違って、彼の

芸はしっかりとしていてスキがありません。声色一

つで笑わされます。CDで聴いていると一人でやっ

ているとは思えないほど人物描写が見事です。さら

に動画では、目線や科の作り方、手の形が見事で、

磨きこまれた芸にほれぼれしてしまいます。十八番

の一つ「火焔太鼓」には、脚本家の向田邦子が自分

には絶対に思いつかないと言っていたセリフがあり

ます。骨董屋を営んでいるおっちょこちょいで愛す

べきキャラクターの夫と、その夫をたしなめている

頭の回転の速い妻の話です。高く売れるわけがない

と妻に断言された汚い太鼓が高く売れて有頂天に

なって帰宅する道中で、自分を馬鹿にしていた妻に

対して独り言で文句を言っている場面です。稼ぎが

少ないのでいつも空腹だと言っていた妻に動けない

ほど食べさせたあとで、「くすぐってやる」と言う

のです。その一言で夫の妻に対する愛情や夫婦の仲

の良さが伝わり、ほのぼのと温かくなります。「し

きしまのやまとの国はことだまのたすくる国ぞまさ

きくありこそ」

　SNSなどでは心ない言葉が飛び交っているようで

すが、いつまでも言霊が幸をもたらす国であってほ

しいものです。
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　北海道医師会から原稿依頼がありました。文章を
書くのは苦手ですので、自分の2022年を振り返って
みました。2022年１月４日から、診療と同時に、前
年からのインフルエンザワクチン接種と発熱外来で
のコロナ検査も始まりました。コロナ検査は毎日で
はなかったのですが、外で検査をしているため、防
寒着にガウンを着てと手間がかかり、雪が降るとア
イシールドが曇って見えなくなるなど、大変ではあ
りました。２月からは、コロナワクチンの３回目が
始まり、当院としては頑張ってかなりの人数に接種
しましたので、これも毎日大変でした（この合間に、
通常診療やコロナ検査もありました）。
　そんな中、５年前から、高血圧症などでお世話に
なっている主治医の先生から、２月２日の受診時に、
2021年12月の血清PSAが6.375と高いことが分かり
ました。実は、2020年10月13日にたまたま血清PSA
を検査していただき、4.449（＜4.000）と高いので、
2021年６月４日にも検査をしたところ、5.297の結
果が出ていました。そこで、患者さんの受診調整を
して、診療情報提供書を書いていただき、2022年５
月に開業以来、初めて休診にして、当院の患者さん
がお世話になっている時計台記念クリニックの泌尿
器科を受診しました。
　ドクターは開口一番、PSAが階段状に上がるの
は良い傾向ではないと話され、尿と血液検査、造影
MRI検査もしていただき、それでは明らかな癌の所
見は見えませんでしたが、前立腺生検はした方が良
いといわれ、８月に一泊で検査をしていただきまし
た。その結果、検体の一部に癌が確認されましたの
で、患者さんの受診調整をしまして、10月３日から
16日まで休診し、10月４日に入院、５日にダヴィン
チで前立腺全摘除術を受け、尿道カテーテルが抜け
てからは、尿漏れ軽減のための骨盤底筋を鍛えるリ
ハビリを受け、10月14日に退院しました。10月17日
から、診療を再開しましたが、コロナの検査も入っ
てくる中、尿漏れが想像以上に酷く、かなりきつい
毎日でした。翌週からはインフルエンザワクチン接
種も始まって忙しく、更にコロナの検査数が増え、
陽性率も高くなってきました。その時に、自分が11
月18日に検査をしたところ、コロナ感染が判明しま
した。当地が医療貧困地域のため、保健所に確認を
して、電話診療などで対応していましたが、職員も
数名感染して、少ない人数で対応せざるをえなく、
２か月続けて大変でした。
　何とか乗り越え11月28日から、全員復帰して、通
常体制に戻りました。コロナ感染したためと思いま
すが、６月に検査した折はコロナ抗体が9,300でし
たが、12月には25,000以上と跳ね上がりました。こ
の原稿を書いているときには、尿漏れも大分落ち着
き、相変わらず、コロナ検査を行っており、コロナ
陽性者に加えてインフルエンザＡ型も10人位出まし
た。兎にも角にも2023年はもう少し落ち着いた状況
になって欲しいと願っております。


